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「門戸開放」の精神で地域と共に歩む

伝統を守り、進化する社会貢献・男女共同参画

女子学生入学100周年記念事業
　東北大学は、1913年に日本で初め
て女子学生の入学を認めた。当時は
正規の学生として女性が大学に入学
することは考えられていなかったため、
女子学生受け入れに際しては文部省
から事情説明を求める書簡が届いたにもかかわらず、女子学生３名の合格を発表し、
日本初の「女子学生」が誕生した。
　2013年で女子学生入学100周年を迎えたことを記念し、年間を通じ男女共同参画推進のための様 な々取り組みを行う
こととしている。2013年8月8日には記念事業の一環として、「リケジョの100年から未来の女性リーダー育成に向けて」
と題し、国内外からトップレベルの女性リーダーらを招いて記念シンポジウムを開催した。また、今後10年間の男女共同参
画推進の指針として仕事と育児の両立支援、女性リーダーや次世代研究者育成を含む｢行動指針｣を発表した。

「マイケル・サンデル白熱教室＠東北大学」開催
　2013年2月22日、ハーバード大学のマイケル・サンデル教授が来日し、川内萩ホールにて震災復興をテーマに、特別
講義「マイケル・サンデル白熱教室＠東北大学」が開催された。東北大学の学生約500名を含む約1,100名が講義を
受講した。
　当日はサンデル教授から、「民生委員や消防団員は、災害時に自分
の命を危険に晒しても人命救
助をすべきか」「復興はスピード
を重視すべきか、時間がかかっ
ても全員の合意を得るべきか」
など、４つの難題が問いかけら
れ、参加者同士で白熱した議
論が交わされた。当日の模様
は YouTube の東北大学動画
チャンネルに公開されている。

女子学生入学100周年記念ロゴマーク制定
試験管を持った女性は理学部化学科に入学した黒田チカと丹下ウメを象徴している。また、七曜紋は数学の空間充填問題にあたることから理学
部数学科に入学した牧田らくを表すとともに、東北大学のシンボルでもある北斗七星 （北の空に輝き、人 を々導く星）も意味する。メインカラーの
紅は、天然色素の研究をしていた黒田が「紅（くれない）の博士」と呼ばれたことにちなむ。

女子学生３人（黒田チカ・丹下ウメ・牧田らく）

サンデル教授からの難題に回答 マイケル・サンデル教授

「NHK公開復興サポート 明日へ in 東北大学」開催
　2013年2月11日、川内キャンパスを会場に「NHK公開復興サポ
ート 明日へ in 東北大学」が開催され、5,400名の方が来学して多数
の番組収録に参加した。
　東北大学の企画としては、学友会 FROM THE EARTH により子
供向けのロケット教室が実施され、ペットボトルロケットの製作・打上げ、

火薬モデルロケットの打上げを行った。ま
た、月に一度地域の方々にサイエンスの
楽しさを知ってもらうためにせんだいメディ
アテークで開催しているイベント「サイエ
ンスカフェ」の特別版として、３つのスペシ
ャルプログラムを開講した。サイエンスカフェ・スペシャルロケット教室の様子

女子学生入学100周年記念ロゴマーク

※黒田チカ、牧田らくの写真は東北大学史料館提供、丹下ウメの写真は日本女子大学成瀬記念館提供。
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広がり深まる東北大関係者の交流

東北大学萩友会

第３回萩友会プレミアム会員懇談会
　2013年５月２４日（金）に東京エレクトロンホール宮城にて第3回萩友会プレミアム会
員懇談会である劇団四季ミュージカル『キャッツ』の貸し切り公演を開催した。
　当日は萩友会プレミアム会員である同窓生、教職員、在校生、そのご家族をはじめとし
た900名を越える観客の熱のこもった視線が見守る中、歌と演技にぐんぐんと惹き込まれ、
手拍子や笑いの起こるあっという間の2時間30分となった。普段は別々の場所で活動す
る会員の方 が々、一堂に会し、大きな感動を共有することができた素晴らしい時間となった。 キャッツ貸切講演

各地区での交流会
　同窓生や在校生の保護者等を対象に2009年から各地区
で交流会を開催し、本学の現況や最先端の研究成果等の紹
介をしながら親睦・交流を深めることで、本学及び萩友会の
活動への理解と関心を深め、当該地区における大規模な「東
北大学コミュニティ」の醸成を図っている。

東北大学１０５周年関東交流会 【約400名が参加】 日時：2012年７月２９日（日） １５：００～１９：００
会場：サピアタワー（東京ステーションコンファレンス５階）

東北大学１０５周年九州交流会 【約100名が参加】 日時：2012年１１月１1日（日） １５：００～１９：３０
会場：ホテルニューオータニ博多

東北大学１０６周年萩友会関西交流会 【約130名が参加】 日時：2013年２月２３日（土） １４：００～１８：３０
会場：京都タワーホテル

懇親会講演会

　東北大学萩友会は、創立100周年を迎えた2007年に次の100年の大学づくりの礎として発足した。本会は１４万
人に及ぶ同窓生に加えて、約１万８千人の在校生、約６千人の教職員、そして在校生の家族等を会員とし、会員相互
の親睦と交流、発展に資するとともに、大学と会員とのコミュニケーションを密にして「東北大学コミュニティ」の連帯意
識の醸成、強化などを目指す。

東北大学１０５周年ホームカミングデー
　東北大学ホームカミングデーとは、同窓生が旧友や恩師と再会し、在校生と親睦・交流を深めるため、そして何より「母
校にかえってきていただきたい」という思いを込めた企画であり、２００７年から毎年１０月に開催している。
日時：2012年１０月６日（土）　会場：百周年記念会館 川内萩ホール・川内体育館・川内の杜ダイニング
�○萩友会総会
�○仙台セミナー
　「日本人の絆－震災と私たちのこころ－」
�○在校生と卒業生との親睦会
�○秋の文化フェスティバル
�○ロビー・パフォーマンス
�○東北大学１０５周年ホームカミングデー
　 記念コンサート 在校生と卒業生との親睦会記念コンサート萩友会総会

東北大学萩友会員が一体となる「東北大学コミュニティ」の形成
　東北大学萩友会の会員（同窓生・在校生・現旧の教職員・在校生の家
族等）が親睦・交流を図るイベントとして、東北大学ホームカミングデー及び
各地区での交流会を開催している。
　また、萩友会年次別同窓会幹事は、１０年後２０年後の節目に年次別同
窓会を開催する際に世話役を担うものである。これまでに第１００～１０６期
までの卒業生（各学部選出）を年次別同窓会幹事として信任している。
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